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〜人に優しい地域を目指して〜
× 防災

2020 年 3月発行

視点が変われば、備えも変わる！ さっそくチェックしてみよう

□ 自分の地域の防災組織体制は？
□ 困ったときに頼れる相手・団体は誰？
□ 地域に支援が必要そうな人はどこにいる？
□ 災害時はどこに、どのように避難する？
□ 避難時の持ち出し袋は 1 人に 1 つ、備えはある？

アドバイザー：岐阜大学 流域圏科学研究センター 准教授 小山 真紀、岐阜大学 地域減災研究センター 特任准教授 村岡 治道
協力：清流の国ぎふ 女性防災士会 会長 伊藤 三枝子、LGBTs 集いと支援の場 ぎふ・ぱすぽーと 共同代表 雪齋
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岐阜市でもこ
んなことがあ

りました。

岐阜市でもこ
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みんなが困る災害時。困るのはどんな人？どんなこと？
まずは知ることからはじめよう。

表紙写真：9.12 豪雨災害（昭和51年 9月 13日撮影）



男性だから、女性だからというジェンダー意識に捉われて、
こんな役割分担になっていませんか？

男女共同参画社会とは、「その人らしく伸びやかに生きる」「性別に関わりな
く、個性と能力を発揮し、責任を分かち合いながら共に歩む」社会のことを
いいます。人に優しい地域社会を目指すために、防災や災害時にも男女とい
う“二色刷り”の視点でなく、“多色刷り”の視点で支え合うことが大切です。

たとえば、家具の固定は男性、非常用持ち出し袋の用意は女性という性別で役割を分
担するのではなく、家族一人ひとりが自分事として考え、それぞれの視点を出し合い
相談しながら、いざという時の備えをしておきましょう。

たとえば、避難所運営は男性、炊き出しは女性という性別で役割を分担するのではな
く、地域の防災組織にさまざまな視点があると、より困りごとに気づきやすく、助け
合えます。それぞれの得意分野で役割を分かち合いましょう。

家庭で

女性・男性・高齢者
乳幼児・子ども

シングルファミリー
障がい者・外国人
トランスジェンダー

②赤ちゃんが
ずっと泣いている

※自分が思っている性別と身体の
　特徴の性別が一致しない人

※

①トイレや更衣室
にいけない

③物資を取りに
行きづらい

⑨とても疲れている

⑧乱暴になったり、
過剰に甘えたり、
室内にこもっている

④避難所以外で
生活している

⑤立ち上がること
が辛い⑥食事に困る

⑦情報に
気づいていない

地域で

多色刷りの
視点で…

多色刷りの
視点で…

家族の視点で考えよう

写真 ▼

益城町ボランティアセンター

・段差がある
・和式
・灯りがない

・音が気になる
・男女別（トランスジェンダー）
・不衛生　　　　　　　　など

考えてみよう！

たとえば、トイレに行きづらいのはどうしてかな？

日常にできないことは、災害時にもできません。普段から様々な立場の人たちが
お互いに責任を分かち合いながら、手を取り合うことが大切です。
誰もがその人らしく伸びやかに生きる を目指しましょう。

困っている人ほど
自分から声を上げづらいものです。

普段から声をかけやすい関係性を作っておくことが何よ
りも大切です。自分が困ったとき誰と繋がっておくと
よいのか考えたり、周りの困りごとに対して理解する姿勢
があれば、より一層の配慮が工夫できます。

①〜⑨について、どんな人がどんなことで、どうして困るのかを考えてみましょう

× 防災防 災人に優しい
地域を
目指して

得意分野で役割を分かち合おう


